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Ⅱ　海港都市とその貿易の跡を訪ねて
(1) 「南海の竜」をめざしてで展開された鄭和の大遠征は、ヨーロッパに先駆けるアジアの「大航
海時代」とも言うべきものであった。とりわけ、唐代から宋代を経て明代、さらには晴代にいたる
中Eg南部の杭州、福州、泉州、犀Plなど海港都市の繁栄は、時代によってその浮沈があるにせよ、
「大陸国家」中国がもつもうひとつの側面、 「海洋国家」の一面を示したものである。
マルコ…ポーロ(1254-1324)は13世紀末元の都である大都(現在の北京)から2カ月余をかけ
て杭州、福州を経て泉州まで行っているが、この南部中国の商工業の発達と繁栄を　r東方見聞録j
(愛宕松男　訳注)に遺している。なかでも泉州について、 「この海港都市に集積した商品は、ここ
からマンジ(元のこと-筆者)全域に搬還され貫販される。キリスト教諸国に売りさばこうとして
アレクサンドリアその他の港に胡板を積んだ一隻の船が入港するとすれば、ここザイトウン港(泉
州のこと-筆者)にはまさにその百倍にあたる百隻の船が入港する。その貿易額からいって、ザイ
トウン市は確実に世界最大を誇る二大海港の-であると断言してはばからない。」と述べ、この半
世杷後この地を訪れたアラブ人の旅行者イブン・バットウ一夕(1304-68/69?)もそのF大旅行記j
(家島彦-　訳注)のなかで、 「世界の数ある港のなかでも卓大規模の港の一つ、否、間違いなく最
大のものであり、私は実際にその港で、約100機の大型ジュンクを見た。さらに小型船に至っては、
多くて数えきれないほどであった。」と記している。
私たちの旅はマルコ・ポーロとは逆のコースを辿り、屡門から泉州と福州を訪ね、上海に飛ぶこ
とになる。呉越の都であり、南朱の都(臨安)がおかれた杭州の訪問は当初の計画にはあったが、
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時間の都合で割愛せざるを得なかったO
屡門の町は宋代から外国貿易で繁栄した樟州の外港として発達したが、付近には小島が多く、明
代には海賊と密貿易の根拠地となり、債鬼の跳梁によって展門島に城砦が築かれたO明朝滅亡後、
抗清復明を掲げる鄭成功(1624-62)が慶門島を占領した時、明朝再興の意を込めて恩明州と改称
し、今日その名称は西岸を南北に走る思明路に残っている。清朝がアヘン戦争に敗北すると、 1842
年の南京粂糾こよりこれまで広州だけに限られていた貿易港に、福州、寧波、上海とともに度門が
加えられ、その結果度門は外国貿易の急増となったO　日本による台湾韻有後、砂糖や茶はすべて台
湾から輸出されたため貿易港としての地位は衰えたが、解放後内陸部との鉄道の連絡で再び貿易港
としての機能を回復し、 1980年には経済特区が設けられ、昨年(2001年)からは福建省と金門島と
の問で小親模、限定的な通商、通航、通信を認める「小三通」政策が開始されている。
度門が外国貿易の港として開港されたことは、また華僑の出入り口ともなったのであり、とりわ
け東南アジア-の出入り口として有名である。時間の関係で大陸側の集美はバスで通過するだけで
あったから、この地域でいちばん著名な華僑で集美出身の陳嘉庚(1874-1961)について述べてお
こうO若くしてシンガポールに渡った彼は、ゴム農園の経営で巨万の財を築き、孫文を支援し、華
僑の抗日運動を指導した0度門大学など数十の学校を設立し、人民中B]成立後は全財産を処分して
新政府に参加し、要職を歴任するとともにつましい生活を送った「愛国華僑」である。
(2)旅日記
8月30日
洗濯物を乾かすためにクーラーの温度を少し下げて寝たので足が冷えてしまい、起床すると風呂
に足を入れて温めるo幸いなことに洗濯物はすべて乾いていた。東京に電話したら通じたのみなら
ず、国内で通話をするようによく聞こえた0度Plはさすがに経済特区、国際貿易港だけあって、国
際電話が通じない竜岩とは大違いである0　8時30分朝食が終わるが、疲れて朝食に間に合わなかっ
た男子学生4人は朝食をお弁当にしてもらう。
9時40分出発。出発直前、 Kさんからガイドが私たちをホテルに紹介したことでホテルから「紹
介料」をせしめているのを知らされる。昨日ホテルに着いて和解したKさんとガイドの関係の決裂
は決定的であり、私たちもガイド-の信頼を一挙に失ってしまった。 Kさんも私たちもこのガイド
とはここまでにすることを決めたが、言責や表情には出さずにガイドに鼓浪峡に渡るので、まずそ
の途中の足門島の中心である度Flの古い街並を見てからフェl)-の乗り場へ行くように指示した。
ところが、バスはこちらが指示もしないのに土産物を売る石屋の駐車場に入り込む。 Kさんも私た
ちも慌ててガイドにここに寄るように指示していないし、寄るつもりもないと言ってパスを動かす
ように促した。ガイドは愚図愚図言いながらやっとのことでバスを駐車場から出させたが、嫌がら
せによるのか、どこに寄るともなくバスは迷走し、ホテルからフェリーの乗り場まで10分の距離を
1時間かけることになってしまう。私たちの指示に従わず、古い街並を見る時間を奪ったガイドに
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堪忍袋の緒を切らしてしまい、フェリー乗り場で予定通りの三行半をガイドに突きつけることにな
ったが、あまり気持ちの良い別れ方ではなかった。ガイドは私たちを土産物屋に連れて行って、店
屋からリベートを得ようとしていたわけであるQ　この間題については中国における観光ビジネスの
問題として最後に論じることにしたいO
鼓浪晩へのフェリー乗り場でKさんが鼓浪峡でのガイドを選んでくれたO南国の強い陽射しとガ
イドの仕事で日焼けした、見るからに健康的な若い明るい女の子である。 10分ほど乗船すると鼓浪
峡に着き、電気自動革で島巡りをすることになったO尊の大きさは私たち全員がちょうど乗れるほ
どの座席数であったので、一台を運転手つきで借り切ることになった。この島は人ai6,000人、南
京条約で租界地となり、 13カ国の額事館が置かれたこともあって西洋風の建築物が多く、別荘と見
られるものも多いが、とりわけ注目されるのは景観と環境を守るため、 6階以上の建物は建築が禁
止されており、また島での移動手段は電気自動車か徒歩で、荷物は人力車によって運ばれる。なお、
高い建築物の建築禁止には台風による被害を防ぐという意図をももっている。
私たちが乗った電気自動車は
海岸線に沿って走り、まずトン
ネルをくぐった。第二次大戦中
は日本軍の攻撃から身を守るた
めの避難壕として使用されたも
ので、天然の洞窟に手が加えら
れたものであるoトンネルを抜
けると間もなく小さな桟橋があ
り、木陰には7-8個のど-チ
パラソルがならぶ浜辺に出た。
汗をかきながらやってきた私た
ちは砂浜を見て時間的余裕があ
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れば泳げるのにと残念がるが、
泳いでいる者が誰もいないということから海水浴のシーズンはもう終わってしまったのかも知れな
いと思う。わずかな砂浜に隣りあって岩場があり、そこに何やら由緒あるような大きな岩があった。
近づいてみると、この島名の由来を示す「鼓浪石」と赤字で彫られた石板が立っている。海岸の大
きな岩穴に狼がうち寄せると鼓を叩くような音がすることに由来するというG
二つ目のトンネルを過ぎると間もなく建物に「関南茶道」と記された和風喫茶店のような茶屋に
案内される。ちょうど喉が渇いていた時だったのでお茶が飲めるというわけで喜んで入ると、各種
のお茶の入れ方と飲み方を実演し、試飲させる武夷茶の販売店であった。江西省との省境を北から
南に走る武夷山脈の山麓一帯は一般に武夷茶と呼ばれる茶の著名な産地で、茶は福建省の主要な産
物である。試飲した酔西方邑(ウ-ロン茶)、ジャスミン茶、鉄観音茶、石菊茶など四種のお茶と
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その効用を記した日本語の説明書きをもらったが、こうした日本語の説明書きがあること自体、日
本人の観光客が多いことを物語っているのであろうo試飲したお茶で喉を潤したがお茶を買うこと
になり、私たちはトランクの中身を減らすどころか増やすことになってしまったo
しばらくすると草は内陸部に入り、起伏に富んだ曲がりくねった道を行くと見晴らしの良い高台
に貨幣博物飽(「金泉銭幣博物館」)があり、アヘン戦争後に置かれたアメリカの旧大使館である。
壁面の塗装など改装中で、なかに入ることはできなかった。坂道を少し海岸線近くまで下ると、鄭
成功の記念博物館があり、少し先の岩上に立つ巨大な鄭成功の像が見えるoまた、坂道を上り下り
して内部に向かうと、彰蒼と繁る大木の背後に旧日本韻事館の建物と、その降りに旧秘密警察所が
ある。旧韻事館には人がまだ住んでいるため、入口に仔んでちょっと内部を覗いて見ると、内部の
窓やドアのガラスは割れたままで、建物と部屋は荒れるに任せたままである。近いうちに取り壊さ
れるとのことで、最後の家族がそのElまで(?)頑張って住んでいるのだというO外側のコンクリ
ート塀の前には赤い字で「EI本帝国主義屈門領事館警察署地下監獄」と彫った碑が立っている。背
後に廻ると裏門に「重点歴史風貌建築」 (集の字は「筑」で表記されている)の銘板が架けられて
いるが、このような銘板を架けて帝国主義支配の「歴史を記憶」するというならば、こうした歴史
的建造物の維持・保存に力を入れる必要があろう。これを読んだ時、私の頑のなかには2008年に北
京で開催されるオリンピックのために、再開発と称して北京の古い街並みがつぎつぎと壊されてい
る現状とが重ねあわされた。
ここからしばらく行くと荒れ果てた庭に中国建築との折衷ではあるが、洋式がややまさっている
石造りの建物があった。フィリピン華僑が1935年建築した別荘で、持ち主は人民中国が成立すると
逃亡してしまい、誰も住んでいないようである。これも「歴史風貌建築」で、 「展門市人民政府」
の管理下に置かれていたo門には中央と左右あわせて三つのくぐり戸があり、正面中央部分のくぐ
り戸はこの家の主、その正室、客が出入りし、右側のくぐり戸は使用人、左側は愛妾の出入口であ
るo周辺には多数の旧別荘があり、どの庭園も草ぼうぼうの荒れ放題であったOある中国人の別荘
には、その主が台湾に逃亡した後も妾たちが長い間住んでいて、病気で寝ていた妾の最後の一人が
亡くなると、その棺は裏門から出たという。人民中Blになってもそうした習俗は残っていたようで
ある。
フェリー乗り場の近くには旧イギリス領事館の建物が二つあり、そのうちの一つは私たちのガイ
ドが所属する鼓浪映旅好局の事務所となっていて、自分の職場を説明する日焼けしたガイドの明る
い顔は印象的であったo　ここには食堂も併設されている。
フェリーで再び渡門島に戻った私たちは、戸沢先生のナップザックを背負い、時には私にも日傘
をさしてくれたガイドの細かな心遣いと丁寧な案内に感謝し別れを惜しみ、チャーターしたバスに
乗るためホテルに急いだ。
ホテルに戻ったのは1時50分、着いた途端待ってましたとばかりにやって来た50-60歳の女性が、
自分はあなた方のガイドで11時からここへ来てあなた方を待っていたと日本語で不満をぶつけられ
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ることになったO気分がすぐれないので鼓浪晩に出かけずホテルで休んでいた榎本君は、私たちが
戻って来たと伝えるとロビーに下りてきたが、比較的元気になっていたのでひとまず安心したO　出
発が遅れるので慌てて近くの店でハンバーガーを購入し、バスのなかでこれを昼食とすることにな
った。 2時30分にホテルを出発し、泉州に向かう。ホテルに着いた頃から降り始めた雨は出発する
頃には大分大粒の雨となっていたので、この先の予定がちょっと心配になった。
バスに乗るとガイドの小母さんは、かなり流暢な日本語で目的地の泉州について説明してくれた。
これに補足しつつ泉州の歴史と産業について述べておこうo泉州は屠門から本土に入り、北に山を
越えたところにあり、晋江下流にある港市である。中国では古い都市24の一つ(福建省ではこのグ
ループに入るのは泉州のみ)で、南宋時代から元代にかけてもっとも繁栄し、既に述べたようにこ
の地を訪れたマルコ・ポーロやイブン・パットウ一夕はザイトウンの名でその繁栄ぶりを紹介して
いる。元代には中国随一の貿易港であるとともに、昔から木材の集散地であったことから船の建造
が行われ、元朝はここから日本やジャワに遠征軍を送ったo国際的貿易港ゆえに釆航した多数の外
国人の居留地が設けられ、 「宗教の博物館」とも言うべき土地であったと言うo
明代中頃から晋江の土砂が堆積して港の樺能を妨げ、清朝時代には履門、福州が開港したために
衰退したが、船の大型化もその衰退に拍車をかけたのではないかという指摘もある(陳舜臣r中B]
歴史の旅』下)。今日では石材の加工…輸出において中国では有名で、石材の日本-の主な輸出港
となっているo　また、沖縄の浦添市と姉妹都市の関係にあるo石材の産出・加工から石彫と印鑑、
陶磁罫の生産は著名で、 1982年陶磁器の生産で万元戸が出現したというO　また、晋江流域の木材、
茶、サトウキビなどの集散地であり、海に面していることから魚、エど(川エビ、海エビ)、ナマ
コの養殖が盛んで、綿紡境業、衣類、帽子の生産工場も多い。農業ではバナナ、龍眼の栽培、米、
小麦、野菜の生産も行われ、説明するガイドの小母さんは自慢気であった0度門で私たちの「遅刻」
が彼女の感情を損ねたこともあり、泉州までの旅に危供の念をもったが、こうした自慢と私たちの
ガイドKさんの巧みな中国語での会話や車内の雰囲気で、彼女の気持ちが和やかになったのは良か
3ffl
心配していた雨は30分ほど走っているうちに止んで陽が射してくるとともに、道路の両側には次
から次へと石材店の広告板が現れ、石材店のオンパレードであるOそこここに万元戸になって建て
たと思われる御殿、しかも屋上にはしばしばその宮を誇る亭(ちん、あずまや)が見られた。かつ
て私たちが訪れた鳴海・有桧の豪商宅の屋根に見たうだつを連想し、万元戸になった人びとの心境
はうだらを造作した豪商の心境と通底するものを感じた0万元戸を多数輩出する町は石材の加工と
輸出で潤っているせいか、道路の状態はきわめて良い。
しかしながら、まもなく舗装道路はなくなり、 15分ほど行くと南宋時代に創られた安平橋の近く
に着いたが、安平橋を前にしてその前の道路をもの凄い土壌をあげて走るダンプに立ち往生である。
このもうもうたる土壌と間断なく通るダンプの車列の切れ目をかいくぐって道路を渡るのは容易な
ことではないQ　まさにダンプ街道である。近くに工場が多いのでこの状態だと言うが、安平橋を見
40　　経済学兄要　第29巻　第2号
ようという関心よりも、こんな土壌をかぶっていたら塵肺になってしまうのではないかと、こっち
の方が気掛かりになる。
ところで、安平橋は全長5里(2.5キロ)の石橋で、同じ質の石材を使って補修が加えられている
が、色が槌せ風化している石が古いもともとのものであることは一目瞭然であるO　もっとも何度か
補修されているから、古いと言ってもいつの時代に手が加えられたものであるかは素人である私た
ちにはもちろん分からないo橋桁は石を船の形に加工してあるが、これも一見してその新旧が分か
るo橋の修復は民営企業と個人、つまり石材商と華僑にやらせていると言うが、その補修状況をよ
く見ると余り上手いとは言えず、むしろ杜撰なところがあるように見受けられる。行政府が費用を
出して修復しているというよりは、石材商や華僑に「自発的貢献」を求めて修復させているのでは
ないかと思われる。長い橋の途中には休憩し涼をとる事があるが、激しいダンプの往来をかいくぐ
ってこの橋に辿り着いた男女が、夏の夜の涼をこの汚れた川の上に求め、語り合うのを想像するの
は興ざめ以外の何ものでもないであろう。安平橋の修復問題は単に橋そのものの物理的な修復にあ
るのではなく、安平港に至る川をふくめたかつての美しい景観をどう回復するかにあるo
安平橋の見学は30分ほどであったろうか、バスに乗ってまもなく右手前方に陶磁器の工場の煙突
と煙が見え、道路状態が比較的良くなったと思うまもなく福建省南安市の蕪氏古民居建築群に着く。
ちょうど午後4時であった。この寮氏一族の集合住宅は清朝末期の1880年代に建築されたもので、
祝先を共通にする寮氏一族が家族ごとに住んでいるが、 19世紀末にこうした形で居住する血縁関係
の紐帯の強さとそれを可能とさせるような社会的条件とは何であったろうか。
集合住宅の構造は正面中央に
ある門をくぐると中庭に出、そ
の奥に狙堂が、さらにその向こ
うに裏門があり、そしてこの狙
堂と中庭を囲み、かつ守る形で
左右の住宅群がせり出す形をと
っている。この集合住宅はいわ
ば長屋の集合で、それぞれの長
屋の前には中庭があり、各家族
の玄関口はこの中庭に面してい
るo私たちが訪問した時はちょ
うど祭礼の時期にあたってお
り、それぞれの家が玄関口の前
の中庭に設えた台の上に茄子や野菜、揚げ物などを供え物とし、また先祖があの世でお金に不自由
しないように本物に似せた紙幣を供えて燃やし、爆竹を鳴らして祝っていた。ちょうど日本のお盆
にあたるような儀礼であるが、これがお盆のルーツであろう。とかくH本を中心に考えてしまいが
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ちであるが、日本文化の大きな水源のひとつが中国にあることを常に銘記しておかねばならない。
中心部に祖堂と中庭をもつこの集合住宅群は、これを閲擁しているいちばん外側の住宅群を壁と
塀でつなぐならば、竜岩などで見た客家の集合住宅と類似の構造となる。客家の集合住宅との違い
は、客家のそれが3階4階という形で立体的であるのに対して、察氏の集合住宅は上に高い祖堂部
分を除けば一般に2階以上はなく平面的であるO門の出入り口は雇門・鼓浪峡の盲嚢の旧別荘で見
たと同様な造りで、正面が家の主と第一夫人の、右側が使用人、左側が愛妾の通用門となっている。
この地の蒸し暑さは格別で、本音は見学を早く切り上げて冷房のきいたバスに戻りたかったが、
それでも見学に1時間近くを費やした。泉州市内に入ると建設ブームで、建築中のビル群とマンシ
ョンの分譲広告が目に付いた。 5時30分本日宿泊する泉州の湖美ホテルに着くo一刻も早くシャワ
ーを浴びて汗だらけの身体を洗い流したい私たちは、室割が決まるやいなや蜘蜂の子を散らすよう
に各人の室に向かった。 7時に1階のロビーに集合し夕食を3階の食堂でとることに決めたが、毎
日衣類の洗濯を行っている筆者は汗をたっぷり吸い込んだ今日の衣類の洗濯だけでよかったから、
シャワーには時間をかけてゆっくり浴びることができた。
ェレベーターを降りた踊り場で私たちを迎えるホテルの係りの責任者は、タバコを煉らせた手で
食堂の方向を指示している。この狭い踊り場は換気が不十分なので、タバコの煙と臭いがひどく残
っていて、タバコ・アレルギーの筆者にはとても耐えられず、しかもホテルの至る所に「禁煙」が
表示されているから、ここでの喫煙を止めるよう注意を促した。この責任者はあわててタバコをも
っていた手を下に降ろし、しばらくしてタバコの火を消したが、ホテルそのものが「禁煙」に積極
的に取り組んでいるとは思えないO室には「禁煙」が掲示されているにもかかわらず、テーブルの
上にはマッチ箱と灰皿が置かれており、現に筆者が室に入るとタバコの臭いが残っていた。
8月31日
場所が変わるとよく眠れず、 6時20分に起きてしまうが、途中2回ほど書が覚めて時間を確かめ
ることになった。今朝の食事時間は比較的余裕をもって設定したが、学生諸君は誰も食堂には現れ
ず、電話で起こされて遅れてきたKさんが、ホテルの係りの者に頼んで朝食をしなかった学生諸君
にお弁当を作ってもらう。 9時40分ホテルを出発、榎本君は快方に向かっているが、大事をとって
もう一日ホテルで休んでいてもらう。
泉州は展門にBl際貿易港の地位を奪われたとは言え、郊外にエアポートをもち、上海および北京
と空で結ばれ、観光などで発展の余地を残しているD永寧城の陸廟への途中では富豪のシンボルで
ある亭を屋上に設えた嚢邸がよく見られたO屋上の亭では暑い夏の夕涼み、祭礼の折には亭を飾っ
て茶を点てたが、亨は寺や村の入口にも置かれ、後者の亭は相関も兼ね、雨宿りの場所を捷供したO
文化大革命では、こうした亨は寓豪のシンボルとして破壊の対象となったことは吉うまでもないが、
村や寺の事まで多くが破壊されたと言うO
そうこうしているうちにバスは宋代の灯台のある岩山の下に停まり、ガイドからその名(姑竣堵)
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の由来の説明を受けた。妹の墳資を稼ぐために海外に出た兄の帰国を、その死を知らずに待ち続け
た妹と姥を哀れんだ村人が二人の供養に建てた灯台であるというO灯台のある高台まで岩山を登る
のかと思っていたら、ガイドは登るのにかなり時間がかかるので、ここから遠望して下さいという
ことになり, 「宋代の灯台」には興味があったが、残念ながら割愛せざるを得なかった。確かに時
間は限られてはいたが、本音のところではガイドが岩山登りに付き合わされてはかなわないと思っ
たのではあるまいか。
まもなくバスは永寧城陸廟に着くD　ここには倭鬼の襲撃で殺された村人が、主堂には倭冠との戦
いで死亡した「英霊」が配られている。主堂の寄進は主に息佑侯によって寄進されたというO彼が
どういう人物であるかは聞き漏らしたが、多分倭冠との戦いに活躍した貴族の一人であったのだろ
う。この主堂は道教的要素が多く、廟の門の裏側上には大きな算盤が懸けられており、廟に紀られ
ている子孫には計算能力が身に付くようにという願いからである。門の右手には古い大砲が置かれ、
傍らには「1997年10月1日に永寧工城小東門新城口から発掘された明代の古砲」という説明が板書
されている。なお、この地域の伝統的産業の担い手である石工のなかには、 1980年代から近代化し
て石材工場を経営する者が出現しているという0
10時50分、本日訪ねる目玉のひとつ、マニ教の寺「草庵麻仁教」に着く。小高い丘の斜面に、ど
ちらかと言えば石窟のような寺で、年老いた女性がこの草庵を守り、管理しているG石の壁に仏像
のような像が彫られており、これが本尊であるとのこと。ゾロアスター教(拝火教)とキリスト教
はもちろん、イスラム教、仏教、ヒンドゥー教、さらには道教などの影響を受けているようである
が、どの宗教がもっとも大きな影響を与えているかを知ることは草庵を見ただけではわからない。
しかしそのシンクレテイズムの様相は、とりわけアジアの宗教の特徴を示しているようである。
1990年ユネスコの調査団が入ったことを記した「考察団成員答名」の碑が建てられ、観光で国と地
方を売り出そうとしている中国は、この草庵を「海上繊細之路」 (海のシルクロード)探訪地のひ
とつにしている。
この麻仁教草庵の下の斜面には大華厳寺という仏教寺院がある。大分けばけばしく装飾を施した
寺で、建立の年代は「草庵」よりも後である。後から建立されたのに場所としては大変いい位置を
占めているので、もともとは麻仁教寺の境内であった土地の一部を何らかの方法で手に入れ、広い
境内をもっていた麻仁教の寺は次第に衰えて「草庵」になってしまったのではなかろうか。
つぎは「海外交通博物館」である。 11時30分草庵を出発し、 20分ほどして晋江大橋を渡るが、私
たちのホテルが比較的近いので榎本君の状況を知るためにホテルに寄る。もう少しホテルに居たい
という榎本君に昼食の手配をして出発。かつて国際的な貿易港であった泉州の歴史や対外交流を示
すものが豊富に展示されているo入るとすぐ巨=こ付くのは船の模型、皮船、丸木船、ジャンク船な
ど驚くほど多種多様な大小の船があったことが分かり、また荷物や帆を結ぶロープの結び方も展示
されているD
なかでもオランダが占嶺している台湾解放の戦いとオランダ船の炎上、明朝復興の足がかりをつ
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けようと金門島攻撃をする鄭成功の軍船団のジオラマ、これを力強く語るガイドの表情は自信があ
ふれ生き生きとしていた。朝貢する琉球使節の行列の模型、唐招提寺を創建した鑑真和尚はこの泉
州から日本に船出し、また秦朝時代の神仙家である徐福もまたここからEI本に渡ったと言われ、和
歌山の新宮市には徐福の墓と呼ばれるものがある。徐福は不老長寿の仙薬を手に入れると称して、
始皇帝から莫大な金を編し取り逐電したと言われているが、鑑真ともどもその人物絵が展示されて
いる。
ここには泉州宗教石刻陳列館が併設されているO陳列館というよりも陳列室で、大きな陳列室に
イスラム教モスクの石柱の一部とそこに刻まれた碑文、ムスリムの墓石、キリスト教のマリア像や
ヒンドゥー教の神々の石像、仏教寺院の石柱などが所狭しと置かれているO陳列室のガラスの窓慈
しに庭にはムスリムの墓石が多数散乱している。その多くが文化大革命によって破壊され、ここに
集められたと聞く。これらムスリムの墓石は地上に造られた模棺であって、遺骸が葬られているの
はこの下にある本棺であるとは言え、本棺から模棺を剥ぎ取るこのような乱暴な行為がおこなわれ
たことに唖然として声も出なかった。しかも、模棺が破壊された後、その下にあった地下の本相は
どうなったのであろうか。こうした「陳列物」を見た筆者は、 「宗教石刻陳列館」という名称に違
和感を覚えざるを得なかった。なお、泉州出土の13世紀末のタミル語刻文は元代における南インド
と中国との間に人物の往来、貿易など多様な交流関係があったことを示しているいo
パスは泉州市の東(路)街に入る。東西に走るこの通りは南北に走る中山路によって東街と西街
に分けられ、これから訪ねる開元寺は西街にあるo街の通りには白と赤の対照的な色彩の材料を使
った建物が多く目に付いたが、これは政府が泉州市の特徴を出すために、泉州県で多く産出する白
の花尚岩と赤レンガでもって建物を建てるようにと指導していることによるようであるO　ピンク
(むしろオレンジ色)シティと呼ばれるインドのジャイブル市を連想したo　レストランに寄り昼食
を終えて出てくるとバスの運転手がいない。約束は2時であったから、時間的にはまだ15分の余裕
があるが、日本であれば食事を終わった者は待機しているバスに乗り込んで出発を待つということ
になる0　2時5分に運転手とガイドが現れるo私たちが買い物をしているのを見ていたので、店屋
から出る頃合いをはかってパスに戻ったのだと言う。私たちは彼らがバスにおらず、バスのドアが
閉まっていたので仕方なく近くの店屋でぶらぶらして彼らの来るのを待っていたのであるQ
西(路)街にある閑元寺は福建省では最大の規模を誇り、その創建も唐代の686年と古い。その
双子塔である48メートルの東塔と44メートルの酉塔は花尚岩で建てられており、いずれも南宋時代
のものである。これらの外壁には三蔵法師、達磨大師、孫悟空など仏教関係の彫刻が数多く彫られ
ている。泉州市は鯉の形をしているので鯉城と言われ、これを捕らえるために投げられた網が泉州
県で、これを食い破ろうとして突き出した口が開元寺の二つの塔であると言うo　この対面する東西
の塔の北側に巨大な大仏が鋲座している大雄宝殿があるが、いずこも同じキンキラ金であった。ま
たこの大雄宝殿の大きな鉄の香炉は鄭成功の父鄭芝竜によって寄進されたと言われているo西街と
東街の街区はいわば開元寺の門前町である。
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発掘され引き揚げられた宋代の貿易船O
この東塔のすぐ隣り、境内の
北東部には門を構えた泉州湾古
船陳列館があり、門の右手にあ
--　る庭と池のつくりは私たちが沖
縄で見た琉球の庭園ときわめて
似ていたO　この陳列館の目玉は
1974年に泉州湾の浅瀬から発掘
された宋代の貿易船(帆船)で
あるo船底の部分が長さ20メー
トル、幅9メートル、高さ2メ
ートルで、 13の倉庫が船底にあ
った。これはあくまでも船底の
残部で、復元されて陳列されて
いる船の長さは34メートル余、最大幅10メートルで、これに高い帆がつけられるから、元の大きさ
は目前のものよりもはるかに大きかったはずであるO積み荷のなかにあった多数の銅銭(唐、北宋、
南宋)、陶磁器、木器、香木などが展示されているo泉州は今でこそ福州にその地位を譲っている
が、昔は造船でも著名な町であった。
泉州市郊外北の清源山の麓にある老君岩に向かう。この地域はかつて皇州に所属していたが、現
在は泉州の1区となっている。老君岩は道教の始祖である老子の石像で、高さ5メートル、幅7メ
ートルもあるO　これに触れたりするとご利益があるという俗信から、この石像に登ったりする者が
多く、これを保護するために柵で囲まれているO清源山の山頂に行く途中には弥陀岩、漸原洞や摩
崖石刻など見るべきものが多くあったが、山頂まで往復2時間かかり、しかも既に午後3時すぎ、
訪ねるべき所は多いので山頂まで行くのは諦めざるを得なかったo
ここから西へ南安市に入り、摩崖石刻で有名な九日山を訪ねる。岩山の至る所には貿易・商売の
繁盛と安全を祈願する文が岩に刻まれている。ついで近くの延福寺を訪ねる。港町の寺にふさわし
く春秋1回づつ風乞いの儀式が行われ、寺のすぐ下には亭が置かれているo　ここで何よりも澄いた
のは寺の前の道路は舗装され、景観の保全と海のシルクロード再現のために、当局が不法・違法と
考える土地に建てられた、あるいは建っている建物が当局によって容赦なく取り壊されていること
であったO新しい石の家なのでどのように建築しているのかと思って覗いたら、新築の家が壊され
ているところであった。壊された家の持ち主は自分の家の補償をしてもらえるわけでもなければ、
代替地をもらえるわけでもなく、私には「不法・違法」の具体的な意味や内容はわからないが、当
局の「強権的手法」には驚かざるを得なかった。
ここから南に下り5時過ぎに婿祖廟に着くo泉州市の西部、晋江の対岸にあるo航海の安全と商
売繁盛の女神を示巳ってあり、昧舜臣氏の小説、とりわけ鄭成功の生涯を扱った歴史小説などにしぼ
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しぼ登場する廟である。お参り
する人は薄オレンジ色の瓦を購
入(1枚20元)し、これに願い
事を書いて奉納する。日本の絵
馬にあたるもので、無雑作に積
まれているたくさんの奉納瓦の
なかに、 「商売で成功しますよ
うに」と日本語で書かれたM物
産のN氏のものが目に入った。
この廟の正門の裏に人形劇の舞
台が設えられていて、中庭で観
客がこれを見物することになっ
ているが、これは概観への奉納
劇と言うべきであろう。この鵜祖廟の前は泉州の旧南城門であるが、壊されて鯉城1小学(泉州市
第1小学校)が建てられていた。
現在の泉州市は五つの区部と二つの市(小さな町)から成っている。旧泉州市を囲む城壁は今に
残る旧市内の一部分を囲むように、銃眼をもった高いコンクリートの外壁と関税務所が復元されて
いる。旧市内はごみごみしていて、車も通れないような細い路地で、バイクの通行さえも禁止され
ているようであった。市城門の前にあった渡し場に代わって、現在は新しい橋をかける工事が始ま
っている。泉州市は川と運河によって囲まれており、規模は違うが形としては、いわば堺の濠のよ
うなものに思える。
6時45分ホテルに戻る。ロビーでのピアノの演奏は気持ちを和ませてくれたO夕食では休んでい
た榎本君と合流する。まだ微熱があるので、もう一日ホテルで頑張るとのこと、また7月からこの
ような状態だったとのことで、相談の上もうー-El様子を見て医者に診てもらうことにするO食事は
9時に終わるo大分疲れているせいか誰も外出せず、独りコーヒーを噂む戸沢先生以外は菅各自の
室に閉じこもり、洗濯や手紙…日記書きに多忙だったo
9月1日
今朝一時から断続的に何度か日が覚めてしまい、ついに5時半に起きるが、疲労と柔らかいベッ
ドで腰が痛く、暫くベッドで腰を動かして起きる。昨夜洗濯した衣類はまだ乾いておらず、汗でグ
ショ濡れになっている衣類の洗濯は大変な目謀である0
本目は日曜日のため、ホテルの前では従業月が整列し、上司から訓示を受け、国旗掲揚の儀式を
行っていた。 8時40分、 155キロ先の意安県の東南海岸にある明代の古城崇武へ向かう。この地竣
の産出する石は日本では地蔵、墓石、彫刻などに多く使用されており、日本から石屋や商社の人は
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特に港のある崇武に買い付けに来るという。
9時30分、崇武に着く。南門には砲弾の跡があり、 1938年5月17H ]本革に砲撃されたと記され
ている。この正面に南門大帝廟があり、その両側と裏側は曲がりくねった細い路地となっていて、
下水藩は石で覆われているので中が見えないが、所々にまとめられているゴミの山などを見ると生
活の臭いが紛々とし、古城鏡を実感させてくれる。この町の外側に現在の市街が発展している。南
東側には石像公園があり、 r水瀞伝」の梁山泊108人の英雄像、関帝像(「三Bl志」の英雄関羽、民
間では財神として配られ、各地に関帝帝がある)、 「自衛でも黒猫でもネズミを捕る猫はよい猫であ
る」という部小平の言葉そのままに大きな自猫と黒猫の石像などが広い潅際の公園に所狭しと鎮座
している。
ここから老君署の近くの洛陽橋に向かうo頭にスカーフをまいた女性が目に付くが、それは午後
になるとこの地域では東の海風が強く吹くことによるという。通り過ぎた辻村鏡という旧城砦村で
は葬式の行列に出くわした。爆竹を鳴らし、楽隊がつき、棺桶を担いだ葬列である。ちょうどよい
機会なのでガイドの小母さんに墓、墓地、寺院について訊ねた。墓をつくるのは村の許可が必要で、
村に寺を建てるのは県の宗教委員会の許可が必要であるoまた、墓は自分の管理地につくるが、彼
女は都市に住んでいて田舎には管理する土地をもっていないから、友人の土地(管理地)に墓をつ
くっているo共同墓地もあるというo　こうした話から彼女が息子さんを事故で亡くしていることを
知ることになったが、意図せざることであったとは言え、悲しみを思い出させてしまい、申し訳な
く思った。
洛陽江に架かる洛陽橋は南宋の時代1153年、 6年8カ月の歳月をかけて完成された。橋の南の入
り口には「南無阿弥陀仏」の刻文があり、仏教の影響が顕著に見られる。橋の北側は淡水で南側が
海水(塩水)、橋下の川では牡蛎の養殖が盛んで、 El本では牡蛎棚をつくって養殖するところを、
ここでは岩をならべておこなっているo昔は橋桁で養殖したから、橋桁が強くなったという。梶の
なかでムツゴロウを捕っている人たちがいた。
11時半にバスに戻り、イスラム教徒の墓地へ急ぐ。まもなく右手に華僑大学が見える1960年代
初頭に創立された。ほどなくイスラム教聖墓(伊斯蘭教聖墓)に着く。小高い丘の斜面に元代にこ
の地を訪れた二人のアラブ人聖者の墓(石棺)と石碑があり、石碑のうちの一つは明の鄭和が1417
午(永楽15年)の遠征に際して寄贈したもので、少し下ったところには鄭和の供秦碑があるo近く
には風が吹くと動き、 3人の手で動く摩珂不思議な風動岩がある。このイスラム教聾墓は「全国重
点文化」に指定されており、墓地に入る橋の前の何軒かの家も延福寺の所と同様に、景観を壊す
「不法・違法」建築ということで、住民の家が破壊されつつあったD
鄭和はイスラム教徒と言われているが、彼の姓である鄭は少数民族の姓で、鄭和の供養碑の周辺
は「鄭氏祖墓」が整然と並んでいるOその上の斜面にはこれまで見てきた中国人の亀甲墓がある。
なお、この地域にはかつてイスラム楽園というイスラム村があったというD　また、前にも記したよ
うに、文革時にはイスラムの量(模棺)は本棺から剥ぎ取られ、豚の餌箱用に持っていかれた。
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イスラム通りに入ると間もなく右手に閑帝廟が見
え、すぐにイスラム寺院の清浄寺であるo　イスラム
教聖墓から10分ほどであるo北宋の公元年間の1019
年に建立された中国で最古のイスラム建築のひとつ
である。右手のモスクは壁だけ、また右手の20メー
トルの大門(ダルワ-ザ-)もこの部分だけで、内
部にはモスクの礎石や石柱の破片、墓などが見られ、
壁などにはアラビア語でコーランの文章が刻まれて
いる。
午後1時を過ぎていたので、近くで昼食をとる。
食事は2時半に終わり、 1時間ほど自由時間にする。
街には「ゴミの投棄、不法建築、汚水の垂れ流し、
屋台の出店、不法駐輪、物売り」などを禁止する当
局の掲示が出ており、初犯は100-300元、再犯は
400-600元、 3犯は700-1,000元、それ以上の回教　準テn=
は5,000元である。なお、北京では去年(2001年)
まで公衆トイレは使用料0.3元を徴収していたが、
オリンピックのことも考えて使用料を取らなくなっ
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大門(ダルワ-ザ-)と須永先生。アッラ-・アク
パル(アッラ-は偉大なり)の首領を架けたフェン
スを設置して、その下で拝観料を徴収している。
たら急に汚くなったというO
外文出版社へ出かけて本を見る。出ようとすると雨、次第に強くなり待ち合わせ場所に行く途中
の骨董品街で雨宿りし、 5時40分ホテルへ戻る。中国の事情に通じているKさんは、売り手との値
段の駆け引きは罵りあいの喧嘩になってしまい、 「あんたなんかと二度と話したくない」と言われ
たというoそれでも学生諸君が比較的安い値段で購入したことを聞いて安心していたo　売り手がK
さんを中国人のガイドと間違えて、学生には100元の値段をふっかけておいて、あなたには30元あ
げるから、彼らに買わせるように働きかけて欲しいと言われたというKさんの話に私たちは爆笑し
>.
9時に夕食が終わる。これでKさんの指示にしたがって食べた中国料理のメニューは一通り終わ
ったことになるが、メニューに記されていても実際にはないものがずいぶんあった。今回の旅は夕
食をホテルでとることが多いようである。榎本君はまだ微熱があるようだが、よくなってきて皆と
同じものを食べる。山口さんと笠原さんは大分疲れているようである。下坂君はKさんから中国語
の素質を認められ喜んでいた。なお、このホテルの15階に大展望食堂があるが、エレベーターは12
階までしか行かない0 -説では資金が不足してエレベーターを作れなかったという。私たちはもち
ろん下の食堂で食事をとったがo
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相変わらずよく眠れず、もう4時すぎに日が覚めてしまい、本を読みヒゲを剃るなどして、 7時
15分食堂へ。食堂は7時にオープンなのであるが、殆ど何も用意されていないO昨日と同じテーブ
ルにペットボトルを置いて科・理を見歩いていると、いつの間にかペットボトルがいちばん早く出来
たお粥の近くのテーブルに移されていてここで食事をしろと言われる0 7時半過ぎに須永先生、 45
分頃戸沢先生が現れる。須永先生は開口一番「下痢をした」と言われた。昨日の氷のジンジャー水
がよくなかったらしい。それにソフトクリームの誘惑に負けて食べてしまったという。
9時40分出発O今E=ま福州へ向かう。福州市は福建省の省都で人口640万人、闇江下流域の福州
平野の先端部分。古くから海港として知られ、唐代以降に、とりわけ明代以降、既に述べたように
土砂で埋まった泉州港に代わって繁栄した。アヘン戦争後南京条約で開港され、植民地都市として
一時発展したが、近代的な港湾としての発達は難しく、貿易は外港の馬尾に譲っているO馬尾は明
代には太平港と呼ばれ、進貢船は福州から入って太平港に停泊し、問安で荷物の検査を受けた。解
放後は近代的な工業都市に変貌しているが、伝統的産業としては豊富な木材・石材を利用した木彫、
石刻、陶磁器o　関江流域の福建茶、福州杉、竹材、みかんなどの集散地になっている。
今度のガイドは若い女性で、日本語も英語も少し話せるようであるO私たちのバスはすぐに高速
道路に入るO高速道路は料金が200元くらいだから、中国の物価水準から言えばかなり高く、その
ため高速道路を利用する車は少なく、したがって一般の道路が混むのは当然ということになるo L
かも、成長経済と建設ブームは一般の道路をダンプ街道にして土壌と砂境をまきあげ、スモッグを
引き起こして、道路を破壊したあげく、赤字である高速道路はますます赤字がふくらんで行く。
左右に水田や畑、なかでもバナナ畑、養殖池などが多く、 11時10分福州市に入る。 2500年の歴史
を誇り、泉州から200キロの行程である。間もなくKさんから外はものすごい排気ガスだからマスク
をつけるようにと言われ、 11時半福建師範大学の校門の前を通る0 10分ほどで琉球墓(琉球人墓地)
琉球墓群の一部。沖縄の亀甲墓に比べればきわめて小規模である。
に到着D墓地は長安山公園から
西すぐの所にある。
この墓を訪れる観光客などは
めったになく、また一般公開さ
れていないので垣根の門は閉ま
ったままであるo Lかし、行け
ば見せてくれるようで、ガイド
が鍵を借りて来る。入ると正門
はまさに首里城の守礼門を模し
たものである。こうした建築様
式を中国のなかで見ると、いつ
もは口で言っている中国文化の
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影響を体でもって感じるようだ。門を潜ると小さな亀甲墓が目に入り、沖縄以来の感激の対面をす
るo　この亀甲墓は中国南部の様式で、 17世鰍こ琉球に伝わったと言われている。左手の墓には沖縄
県知事と県議会議長の花環がささげられており、日付からお盆にお参りに来たようである。沖縄の
ように大きな亀甲墓ではないが、ここでは大きな墓が6つあるOそのうち3つは乾隆4年(1739年)、
同10年、同21年の墓で、他の3つは道光8年(1828年)、同15年、同16年の墓である。後者の墓は
墓を石で囲うお金がなかったのか盛り土になっていて、 70年前のものにしては新しい感じがするO
この近くには3人が埋葬されている1890年代の墓がある。
おじいさんの管理人が線香をもってきたので、それぞれが2元以上の線香代を払い、お参りした。
Flを入って右手には大小の亀甲墓があるが、掘り返され改葬されているようである。大域立裕氏に
よれば、琉球人墓地は関江中州の南台と呼ばれるところにあり、 600体以上の琉球人が眠っている
という(大城立裕rさらば福州琉球館j朝日新聞社)が、ここの琉球人基地はせいぜい数十体に過
ぎないようである。明代の琉球墓は町の中心にあり、また中国人、琉球人の区別は墓の上ではなか
ったO　また、さきの朱塗りのPlといい、墓地をPEむ朱塗りの木塀といい、いずれも新しく、墓地も
きわめて狭いことから、墓地がこの地に移されたのはかなり新しいのではないかと思われる。
ここから30分ほどで宿泊するホテル山水大酒店に着く、 12時40分。室割りは9階と11階で、 1時
に1階ロビーに集合して昼食をとることになり、それぞれ自分の室にトランクなどを置くだけの時
間的余裕しかない。中国人は12時から2時の間は食事と昼寝の時間ということで、私たちが1時過
ぎに食堂に入った時には、食堂の係りの者は大半が昼休みに入っていて、多数いた給仕の女性もわ
ずか一人しか残っていなかった。このホテルでもエレベーターのなかは強いタバコの臭いがし、 ll
階のエレベーターの乗降口前ではボーイが椅子に座ってタバコを煉らせていたO換気が悪いのでた
まったものではない。
2時に昼食を終えると、 Kさんに頼んで明清時代の中国と琉球との貿易関係を研究されている徐
恭生先生の自宅に電話をしてもらう。先生のご子息が電話口に出られ、先生は3時まで午睡をとら
れているとのこと、しかも私たちを日本人と知ったご子息は流暢な日本語で話されたという。徐先
生は明日,私たちの他に、もう一組の日本人チームと一緒に船で五虎門島に案内して下さる予定で
あるというo私たちはそこが問江の水と太平洋の海水とがぶつかり渦巻くところで、とりわけ雨期
は怖いと聞いていたから、計画表では訪れる予定の地になっていたが、本音のところ私たち3人は
「五虎門の訪問はどうしようか」とびびっていたところであった。したがって、徐先生からそのよ
うなお誘いを受け、ここを熟知されている先生にご案内していただけるという願ってもない機会に
めぐり合い、その幸運に感謝するとともに、五虎門島へは是が非でも行くぞという決意を新たにし
1>-^
3時になったので、 Kさんにもう一度電話をしてもらう。 Kさんからは、徐先生が戸沢先生は琉
球貿易の研究、佐藤は華僑の研究をやっている学者で、私たちの福州市訪問を期待されていらっし
ゃると伝えられる。徐先生がどのようにして私たちに関する間違った情報を入手されたかはともか
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くとして、これは大変なことになってしまったと思った。そもそも徐先生との出会いは、上海のT
君が私たちに先駆けて福州琉球館を訪ねた祈、琉球貿易に関するより詳しい知識を待ようとしてそ
の筋の人の紹介を頼んだところ、徐先生の名前と電話番号を教えられたという。 T君は徐先生とは
何度か電話でお話したというが、直接お会いしたわけではない。私たちがT君を通じて徐先生と文
通するようになるまでT君は、徐先生は民間の歴史家か好事家にすぎず、福建師範大学の名誉教授
で中国と琉球の貿易に関する高名な学者であるとは夢にも思っていなかったいう。
徐先生の著作で邦訳されているものとしては、 「中国琉球交流史』 (ひるぎ社)があるが、出版元
では品切れで、しかも惜しい出発の準備のなかでは残念ながら入手して読むことが出来なかったO
それにしてもT君の福州市訪問と福州琉球館での問いかけが、高名な徐先生と私たちとの出会いに
なり、私たちの豪を啓いていただくことになるとは、まさに「瓢箪から駒」であった。徐先生は明
朝7時30分に私たちのホテルにわざわざお出でいただくことになった。
この後、アヘン戦争の悲劇の民族的英雄である林則徐の記念館に出かける。彼の生涯は貧困の家
庭に生まれながらも大志を抱き、清廉な役人となって国に奉仕し民を愛したことが四つの展示物で
説明されている。この記念鰍ままた、福建省青少年禁毒教育基地となっており、麻薬の害が図示さ
れている。民族的英雄としての林則徐は社会的にも政治的にも大きく利用されていることが分かる。
ここから旧市街と旧街道を歩く。軒も屋根も傾いたひどい商家が並んでおり、路地もまた石と泥
の塀やレンガの壁が壊れ、その上に塗った漆喰が至る所で剥げ落ちている。ところどころには小路
があり、壊れた、あるいは壊れて建てつけの悪い門や塀からちょっと覗いて見ると、奥行きの探い
家や建物であることが分かるO私たちが訪ねた堺の旧町を歩いているような感じである。ついで訪
ねた林則徐の母の生家もまたそのような家であったが、現在その塀は分割されているようで、昔は
かなり長く、したがって大きな家であったように患われる。
この前の路地から広い通りを渡って蘭安港へ向かう道は路地であるが、そこに並ぶ民家の屋根に
は鳴海・有松で見たものと同様なうだつがあった。カメラではきわめて撮りにくいアングルにあり、
戸沢先生は頑張っていたが、うまく振れているのだろうか。
ここを一通り見て、次の広い通りに出てタクシーを拾おうとしたが、 5時半過ぎのラッシュ.ア
ワーでなかなか捉まらず、歩きながら捉まえようとして40分ほど費やしてしまう。しかも、捉まえ
たタクシー運転手は琉球館を知らず、結局で君が地図の上で記してくれた琉球館近くの南公園に行
ってもらうことになった。しかし、その辺で琉球館を聞きまわっても分からず、明日お金いする徐
先生にお聞きすることにしてホテルへ戻る。
ちょうど7時だったので、直接食堂へ行って夕食にする。今日がKさんの誕生日だったので、私
たちは北京から遠路はるばるやって来て私たちのために通訳とガイドを務めてくれているKさんの
何回Elかの誕生日をお祝いし、花束を贈って感謝した。食事は8時半に終わって室に戻るが、ホテ
ルの斜め前に有名な天福茶店の支店があるのを思い出し、名物の鉄観音茶をいくつか購入するO
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昨夜11時30分にベッドに入ったが、断続的に目が覚めてついに4時半過ぎに起きてしまう0　2時
過ぎに員が覚めた時に、洗濯物を乾かそうとしてエアコンを切らなかったこともよく眠れなかった
一因であろうo
朝食は7時、出発は7時30分,食堂は7時から営業していることになっているが、定刻前に準備
が出来ているとは考えられず、またKさんから電話での感触で徐先生は約束の時間より10分ほど早
くロビーにお見えになるのではないか、したがって7時20分には食事を終えていて欲しいと言われ
ていたこともあって、先日バーザールで買った干しイモを朝食代わりにしてロビーに急いだ。 7時
20分であったが、既にロビーには徐先生がお見えになっていたO見ず知らずの私たちが会っていた
だくだけで良しとしなければならないのに、わざわざホテルにまでお出でいただき、その上遊覧船
は競制が多いから特別に船をチャーターして自ら案内しますと言われ、私たち一同は仰天すると同
時に、徐先生の気さくな性格とその親切な心遣いに探い敬意と感謝の念とをもった。日本の大学に
学び、沖縄の大学で教鞭を執られているご子息も、沖縄の学者数人とともに同じ船に乗り、ご子息
が彼らのガイドを務められるという。
乗船を待つ間に琉球(沖縄)と明(中国)との関係に話が及び、福州から見れば琉球とは兄弟の
ような関係であり、また大切な顧客であったから、明というBl家の立場から見るのとは違うという
徐先生の視点は新鮮であった。徐先生は明代に36姓が移民し、土地を与えられて現在の久米村を築
いたという。 9時半に乗船o船は筆者が子どもの頃、清水港(静岡県)と三保の海水浴場を往復す
るのに乗った船を思い出したが、私たちの共通の話渡はかつて沖縄を訪問した時に石垣島と竹富島
の往復に乗った小舟の轟音と振動で、あのような小舟でなくて良かったというものであったC (福
建の人びとにとって) 「母なる」闇江は波静かで、川面をわたる風は涼しく気持ちよかったが、そ
れも一時のことですぐにかなりの暑さになった。お盆を過ぎての(もの凄い)暑さを虎の暑さ、
「秋老虎」と言うと教えられたo船が下るにつれ、濁り水は次第に色が浮れて青みを増し、巨大な
ホテイアオイ(浮草)がそこここに漂っている。
蘭江の河口は清仏戦争の戦場で、台湾海峡までは約1時間の距離、ヴェトナムの支配権をめぐっ
て清朝とフランスは争い、 1884年にフランス軍は福州と台湾を急襲した。ドイツから購入した砲台
は固定式で、しかも北京から発砲の命令が来なければ発砲できず、しかも清朝の軍艦はエンジンを
かけるのに30分もかかるといった具合で、もちろん清朝の海軍はフランス海軍に完敗した。 40分ほ
どするとその砲台が小高い山の頂に見えてくる。南北の名前をもつ二つの亀島の狭い間に船が入る
のを待ち構えての砲撃であるが、上記のようにフランス海軍はらくらくとこの海峡を通過して清朝
海軍を撃破して福州を砲撃した。
この南北亀島は琉球船の航海El誌にも出てくるところで、船は島の東側、つまり右方向から入り
左方向から出るが、逆の入り方は嫁入りと葬式(死者)で、これは陰陽の考え方であるという。嫁
入りが葬式と同じ側であるというのは嶺けないが、男尊女卑の考え方であるのかもしれないO　この
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五虎門島O水の流れはそろそろ干潮から上潮に変わろうとしている。
出入りの形式は福建省の民家で
は今でも左側の門扉は閉まって
いるという。
まもなく五虎Plと呼ばれる小
さな島が視野に入り、虎の顔の
形をした大きな岩がひとつ、ま
たひとつと現れ、あわせて五つ
を教えたのを確認すると、五虎
門島だ、五虎門島だ、と叫ぶ私
たちは感無量の思いで島を注視
し、カメラのシャッターを何度
も押していたo船はここまでや
って来ると倭冠や海賊の手が及
ばない安全地域に入ったということで、船乗りたちの安全のシンボルであった。この近くでは潮境
が生じるが、五度門島と右手(西側)の大きな島が防波堤になり、波が穏やかになっているという0
10時40分、船は潮境で減速するO五虎門島で船は1回転し、五虎門島が右手(東側)になる。左
手の斜面には大きな亀甲基が見え、船はゆっくりと来た水路を戻り始める。この外海が台湾海峡で、
ここから琉球まで2週間かかり、 8月の東南の季節風を待って琉球へ戻ったO硫球への帰還率は
50%で、年に二度の朝貢船にはつねに棺桶が積まれていたo帰りは風の方向が逆方向になり暑く、
まさに「秋老虎」で、徐先生は甲板に立って説明をされていたが、ご子息は暑いと言って船室にも
ぐってしまったo船上で琉球の朝貢貿易の史跡を見、その歴史に思いを馳せると、インドへ出かけ
た折にも話題になった水運について再び考えざるを得なかったO戸沢先生は一般的にいって船は陸
上の輸送手段に比べると、天気さえ良ければ大量の荷物を運べる利点をもっているから、歴史のな
かで河川や海の輸送間鳥をもっと考えなくてはならないと述べていたが、私たちも異口同音であっ
>.
正午近くに干潮になり、水の流れは引き潮に引きずられてもの凄く速く、左岸に近い部分は引き
潮の勢いで泥は濁り音を立てている。激しい水の流れに逆らって蛇行しつつ遡航する船足は遅く、
エンジンの単調な音は大事な目的を果たし安堵した私たちには眠気を諌うに十分で、触先で話を交
わした沖縄の先生が山口県の宇部出身であったこと以外には、話した内容を全く覚えていなかった。
午後1時5分帰着する。
下船した近くのレストランで昼食にするO　この経営者はアメリカで財を成した華僑で、郷里に戻
って建てた御殿ならぬ建物の一部がこのレストランである。五虎門を見た興奮と喜びの会話が食事
に及び、思わず昼食に1時間半をかけてしまった。ここから10分ほどのところに、伯山院天后宮の
遺跡があるO現在は平安大道亭江中学の校舎の一角にそのごく一部が保存されているo鳩祖廟と同
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じ女神が紀られていて、琉球使節はやって来ると必ずここに詣で、無事の到着を感謝し、帰路の安
全を祈願したo　この近くに闇安小学があり、この門には海の出入りをチェックする関安巡検司街
Plがあった旨を記した石碑が立っているO　この役所は入Bl管理局と税関を兼ねたもので.外国船の
みならず国内船も荷物検査を受けたoここで沖縄の調査チームと別れるo彼らは琉球王朝最後の宮
廷音楽から琉球音楽のルーツを尋ねて明日は革で山越えをし、漸江省の仙霞嶺へ向かう。
ついで馬尾に向かうD 15分かかって馬尾区羅星塔公園に着く。唐代の伝説は、出征した夫の帰り
を待ちわびる柳七娘が、夫の帰還を一時でも早く見られるようにと全財産を投じて造ったものであ
ると伝えている。明代には磨心塔と呼ばれ監視塔として利用されていたが、今でも灯台としての役
目を果たしているO徐先生はお元気で、学生と-稀にいちばん上まで上られたが、須永先生と筆者
は怖くなって途中で降りてしまう。公園は高台にあるから、眼下に馬尾関(明代は太平開)が見え
るD清仏戦争では唯一フランス軍に勝った戦場で、フランス艦隊がここまでなんとか入って来るの
を待って清朝軍が攻撃した。岸壁には人民中Blの旗を翻したフリゲート艦が停泊していたC
見学が終わった時は既に4時20分、徐先生から福州琉球館の場所を教えてもらっても訪間は時間
的に難しいと思い諦めかけていたところ、徐先生が旧琉球館に電話をされ、係員に時間外まで残っ
てくれるように依頼された。こうして徐先生にご案内いただき、琉球蝕を訪れることになろうとは
夢にも思っていなかったo琉球館は昨E]私たちがその場所を聞きまわり歩きまわったところにあり、
通りから一歩中に入っていれば見つけられたと思われる。しかしながら、土地の人びとにはあれほ
ど聞いたにもかかわらず、誰もその所在を知っている者がなかったのは不思議といってよい。
福州琉球館は俗称で、正式名は柔遠駅、琉球からの朝貢使節を迎え、彼らの宿泊所として1469年
に建てられた。シャム、マラッカからの朝貢使節の宿泊地は懐遠駅と呼ばれ、いずれも中国側が提
供した中国の施設である。私たちが訪れた福州琉球館は修理中で、主要な遺物は別の場所に保管し
てあるようであったが、建物の前庭や中庭に置かれ、あるいは散乱している石の遺物は古い福州琉
球鋸の一部ないしは庭石あるいは置物の破片…断片であるようだo l階には古い琉球館、この町に
存在したバラモン教の寺院やイスラム教のモスクの写真、この町を訪れた空海やマルコ・ポーロの
絵写真が壁に掛けられているが、琉球ないし琉球館と関わる地図、図表、絵図などは2階に展示さ
れている。
1866年の写真のなかに「柵封琉球正使の墓」があり、複数の墓石、しかも亀甲墓が正面に並んで
撮影されている。また、放球館の建物は明代の官僚の家と同じく、門と中庭の間に失防ぎともいう
べき昇風が置かれ、六つの柱をもつ六扇五間の構造であったO昇風は位の高い人が通る時とか、婚
礼の折とかに開くもので、風水思想に基づいているo Lかも、この犀風は福州では門の内側に木で
造られているのに対して、北京では門の外に石で造られているという。なお、骨董品などでも500
年以内のものであれば、持ち出しを可とするお達しが掲示されているが、中国当局は500年などと
いう期間は歴史とは思っていないということなのであろう。そうしたお達しが出ることは、中B]の
歴史が長いから、またその歴史の遺物があまりにも膨大なためなのか、いずれにせよ歴史的遺物を
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軽んじることにならないのだろうか。 「海のシルクロード」の名の下に、 「整備」と言いながらも強
制立ち退き(破壊)が行われ、オリンピックの名の下に北京の古い町並みが「開発」 (破壊)され
ている。そこには「500年は歴史ではない」という考え方と相通じるものがあるのだろう0
5時半近くになったので琉球館を去り、徐先生を自宅近くまでお送りし、お土産を渡す。ホテル
に戻ったのは6時に近かったC久しぶりに時間的余裕があったので、シャワーを浴びて汗を流し、
7時15分に1階に集合し2階の食堂で夕食をする。
9月4日
2度にわたってE]が覚め、ついに5時半に起きてしまうo昨夜洗濯した衣類は殆ど乾いていた0
8時10分ホテルを出る。徐先生は東南アジアの華僑を研究している教授を私たちに紹介され、一緒
にバスに乗車した。 2時間近くかかって聞青市の黄乃裳(1849-1924)の茎と陳列館に着く。この
臥　山を越え谷を渡り、アップダウンの道を嫌と言うほど走り、ダンプの土壌を吸わされ、途中か
ら道が狭いために小型バスに乗り換えての旅であるo
貴乃嚢の巨大な墓。このなかには彼が富裕・著名となってから改葬された一
族も埋葬されている。
黄乃裳は19∝I年頃、職のない
労働者1000人をマレー半島に連
れて行き、彼らに仕事を与えて
故郷に送金させた。ここのガイ
ドは、その仕事がどういう内容、
種類のものであるかは語らなか
った。彼はシンガポールで孫文
に出会い、孫文の祖国への愛と
革命への情熱に感激し、稼いだ
金を革命のためにすべて投じた
という。巨大な墓には本人はも
ちろん、祖父母、父母、妻など
が埋葬されているが、そのほか
に1894年黄海海戦(El清戦争)で戦死した弟黄乃横も合紀されている。祖父母などの埋葬は言うま
でもないが、弟の合紀は兄貴乃裳が財を成し著名になってからではないかと思われる。黄乃裳がど
のようなツテで労働者を連れてゆき、どのような仕事を斡旋し、本人はどのようにして財を成した
か、衰世軌との関係など、彼の事績を物語る陳列館や弟を顕彰する乃模亭の展示物からだけでは分
からないため、ガイドやさきの華僑史の先生に訊ねた。質問は「挙人」であり「維新志士」である
郷土の英雄に関する微妙な問題だけに、質問する筆者にも相手にも緊張が走り、明確な説明を得る
ことは出来なかった0
11時になったのでここを離れ、 10分ほどで全図最大古民居宏琳暦に着くo　ここではひとつの巨大
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な建物に25以上の血縁の家族が集まって住んでいる単位を新車里というO貴家のこの建物の総面積
は17,832.28m2、 13の門、寝泊りする大小660室の他に、大小33の室、 9つの扉をもつ室、主人、家
族、召使、奴隷(下僕)が住む重、表へ出る室、ガラクタ宅など、 280年かけて乾隆年間(1795年)
に完成したO貴家一族で科挙の試験に合格したことを記念して造られた大夫第には3つの大広間が
あり、 13の犀風がある0 14才以上の位の高い人は塀風から高い敷居を跨いで入れるが、地位によっ
て奥まで行ける人と途中までしか行けない人とがあるO坪風の右側は通常の入り口で、左側は死者
を出す通路となる。いずれも風水思想に基づいており、雨水を集めるために中庭を囲む屋根の勾配
はすべて庭に向かって下がっている。建物の屋根には鳥の尾を模したうだつがあり、 3つ目の大広
間には初代の家長から11代までの位牌が並べられ、 「虎丘黄門歴代元祖宗親」の下に初代からの家
系図が掲げられている。この建物の外側にはかつて城壁があったことが、その遺構から分かるO
1時間半ほど見学に費やした
後、 12時半過ぎに昼食。午後は
3時に開館する貴乃裳記念飴の
開館を待って見学するo　この記
念館は華僑の人たちによって作
られたもので、黄乃裳がいかに
偉大であり、彼の一族がいかに
東南アジアで活躍してきたか
が、これでもかこれでもかとい
う具合に書き記され、写真類が
掲示されている。プラスの部分
が強調されればされるほど、マ
イナスの部分をそれにそぐはな
いものとして隠すことになるのではあるまいかoあまり面白いものではなかったが、この他の人び
とにとっては郷土の英雄であり、誇りであったO
ここを4時に去る。ホテルへ帰る途中で徐先生などを福建師範大学内の教員宿舎の前までお送り
し、数々のご厚情に深い感謝の念を表明し別れを惜しんだ。ホテルには6時に帰着するO早速シャ
ワーを浴び、衣類の洗濯を行う。 7時30分に集まって夕食にしたが、今夜はKさんが私たちにつき
あってくれる最後の夜であったO食事の場で一人一人が感謝の言葉を述べ、後に寄せ書きを書くこ
とになった。夜中の12時半近く、突然雷の音がしたが、どうにか雨にはならずに済んだようである。
Ⅲ　南の「巨竜の口蓋」にて一上海とその周辺-
(1) 「海のほとり」の街にて
上海は揚子江河口の沖積平野に開けた町で、 「海のほとり」の町を意味しているC北は市域にふ
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くまれる崇明島を中州とする揚子江の河口に、東は東シナ海に開け、西は蘇州市、西南で杭州市に
接し、南は杭州湾に開いている。
元代初めの1292年、この地に上海県が置かれることによってその名が登場することになった。明
代には倭寅のたび重なる襲撃を受け、初めて城壁と周濠が築かれたo揚子江の水運に目を向けた清
朝は、 1685年ここに江海関を設けて国内貿易の利益独占とその統制を行ったo西欧列強のアジア進
出のなかで、清朝が唯一開港を認めている広州は南によりすぎているため、とりわけイギリスは上
海をはじめとする広州以北の地の開港を再三再四要求したo
アヘン戦争後の南京条約(1842)で上海が、広州、贋Pl、福州、寧波とともに開港都市に選ばれ
たのはそうした歴史的背景があった。開港とともに外国人の居住が始まり、 1846年イギリスが県城
北部の低湿地帯を開拓して居住区(租界)を設定し、 1849年にはフランスがイギリスの租界と県城
との間に租界を、アメリカもイギリス租界の北部および北東部に1848年から租界を設定し、 1863年
イギリスとアメリカの租界は合併した。日本は1896年の日清通商航海条約で各地に租界を設定する
権利を獲得したが、上海だけは共同租界のなかにふくめられた。
上海の開港と租界の設定は、イギリス、アメリカ系外国資本の進出を促し、当初はアヘンの売り
込みと茶、綿の買い付けが中心であった。次第に金融資本が登場し、港湾業、不動産業、鉄道業、
紡績業など多様な事業に投資し、中国経済に大きな影響を与えてゆくことになった1862年幕吏と
ともに上海に派遣された高杉晋作、伍代才助らは、太平天国軍と清朝…欧米連合軍との戦いを見て、
日本の国防と独立堅持の重要性を痛切に感じることになるo
上海に外国企業が進出すると、広州で外国企業の事務員、買弁をやっていた中国人が上海にも進
出し、また地元の江蘇省、新江省の人びとも次第に商人、商業・産業資本家へと成長する、つまり
民族資本の成長となった。なかでも国民党政権蒋介石を支えた斬江財閥は著名な民族資本である。
外国資本の跳梁、民族資本の台頭、労働者階級の成長、知識人.学生層の形成、階級の分化は、国
民革命の進行と反植民地主義運動の進展、労働争議…労働運動の活発化とともに、彼ら相互の間に
複雑な対応をとらせることになったO　なお、 El本の経済的進出は日清戦争後の20世紀からで、横光
利一のr上刺(昭和7年初年)は日本進出企業の主力である紡績業で働く中国人労働者の反帝・
愛国主義のストライキ、 5 -30事件をバックにした小説である。
また、戦前の上海は魔都あるいは上海バビロンという芳しくない名称で呼ばれるもうひとつの顔
をもち、アヘンの巣鼠　陰謀・暴力.腐敗・額廃の町であり、ありとあらゆる欲望の渦巻く町でも
あった。しかも、その腐臭を放つヘドロの只中から社会と文化を革新する新しい思想運動や革命運
動が起こり、流行はこの町から各地に広がっていった1860年から3度にわたる太平天国軍による
攻撃、 1874年及び1898年の四明公所事件、 1897年の小革工人事件、 1903年の「蘇報」事件、上記
1925年の5蝣30事件など、上海は抵抗の町でもあるO革命と抵抗の文学者・思想家の魯迅(1881-
1936)はここで亡くなっており、魯迅公園(旧虹口公園)には魯迅の墓が、近くには彼の故居があ
る(尾崎秀樹r上if-1930年代』)O
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人民中国成立後の「上海には、もはや東洋の神秘の香りはしない」 (スターリング・シーグレー
プ、田畑光永訳r宋王朝」)どころか、革命路線の混乱が生み出した文革の波が超現実主義として
荒れ狂い、 「一人のみ自由」 (ヘーゲル)な者を除いては、革命への参加者をその人問的な弱点を完
膚なきまでに暴き叩きのめした。後述するように魯迅の弟子たちは迫害され、 「中Blの良心」宋慶
齢も批判され住居は紅衛兵によって破壊された。文革後180度の軌道修正によって抑制されていた
経済活動は鎖を解き放たれ、その経済発展は拝金主義を生み出したが、同時に本の広告ではないが、
「いま世界で1番アツイ街上海」は不死鳥のごとく復活したo流行の先端を往く「上海を歩けば明
日の中国が分かる」のである。
(2)旅日記
9月5日
どこかの部屋でドアを慌しく叩く音で日を覚まさせられたo眠い目をこすって時計を見ると午前
2時、まだ1時間程度しか寝ていないOその後もう1回起こされ、うとうとしていたが眠れず5時
に起きてしまう。昨夜洗濯したものも乾いていたのでトランクに詰め、出発準備はほほ完了した。
今E)の宿は上海であるo須永先生の吉葉を借りれば、 「今日から第4楽章が始まる」である。
7時に食事。食堂ではタバコを傍若無人に吸っている中Bl人、近いので席を移したところ、 Kさ
んが「喫煙は中国の伝統だから誰も文句を言わない」と言う。タバコは「コロンブスの土産物」、
つまり「大航海時代」以来だからまだ「500年」、中国当局による歴史の物差しからすれば「伝統」
には入らない。日本だってそうだから、そう悪口は言えないが。空港へ行く途中で、いつもより警
官が多く見られるので、 Kさんが政府要人の出発か到着があるのであろうと言う。彼女はバスの中
で今回の旅で生じたガイドとのトラブルを、利用した旅行代理店及びガイドとの関係をふくめて詳
細な説明をしてくれた。胸につかえていた思いを吐き出した後のKさんの顔には、安堵の表情が広
がっていた。
10時45分福州の空港を離陸、予定時刻より20分の遅れである。上海空港の上空からはクリーク、
赤いレンガの家、マンションなどが目立ったが、そうした景観を十分に見るまもなく空港に着陸し
た。福州からちょうど1時間の搭乗で、空港ではT君に迎えられた。 12時半のバスで出発、 1時半
魯迅公園、ついで魯迅記念飽。空は曇っていて風は涼しく、 Kさんは「秋だ」と叫ぶ。魯迅記念館
では日本語を話すガイドが案内してくれた。魯迅の弟子は文革ですべて投獄されたが、生きていれ
ば魯迅でさえ投獄は免れなかった。日本人のお弟子さんの増田渉氏も、中国に居れば投獄は免れな
かったであろうと。
この記念銘で中国革命史の映像が流されており、中国革命に関わるスノー、スメドレーなどの姿
は、中国革命を彼らの著書を通じてみた私たちの世代の者にとっては身近な存在であり懐かしかっ
た。アヘン戦争以降の中国近代史は、洋務運動の中体西用論から変法運動とその挫折。そして革命
運動とその成果は軍閥に乗っ取られ、軍閥の賭鋸と帝El主義Elの干渉のなかでの民族・革命運動の
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遂行は困難をきわめたものではあったが、中国の長い歴史のなかで見るならばこれほどダイナミッ
クな歴史も少なかったのではなかろうか。今ここで中国革命と魯迅を映像で見た時、かつて筆者が
故増測龍夫r歴史家の同時代史的考察』のなかで引用されている魯迅の文章(2)に接し、歴史を底辺
でささえ動かしてゆくものが何処にあるかを、そしてそれを記す魯迅のなかに存在する民族魂とも
言うべきものを知って感激したときのことを思い出した。なお、魯迅記念館の建設に資金を捷供し
たのは日本であり、近代日本の最大の文化的貢献であるかも知れないo
旧日本人住宅街を見て魯迅の故居を訪ねるために、この記念館の裏門から出て歩くo迷いつつし
ばらく行くとこの地域が旧日本人の住宅街であると言われるが、どこに日本人の痕跡が残っている
のか道を急いでいたこともあり、また旧日本人住宅街に関する詳しい知識をもっていなかったため、
よく分からなかったというのが正直な感想である。
魯迅の故居はヨーロッパ様式の同じつくりの家ばかりが並んでいる一角にあった。長屋をたてに
区切った3階建てが基本で、各階に風呂、トイレ、窓などを配置し、家族のメンバーがそれぞれ各
階ないしはその室を占有する。須永先生によれば、これはイギリス式の住宅で、特にチェルシーに
見られるというo右隣り2軒目が文学者茅盾(1896-1981)の家で、 「茅盾寓所」という記されて
いた。現在は他人が入居しているので入れないとのことであったD　この近辺の家には下着が堂々と
干してあり、あまりの多さに呆れた須永先生は、 「ヨーロッパだったらこのような習慣は絶対にな
い」と言われた。
3時15分強固地区のパーキングエリアに着く0線園は明代の政治家渚允端が18年かけて1577年に
完成させた私庭園で、蘇州の四大庭園(留園、拙政閲、獅子林、槍浪亭)とならぷ名園であるo　私
たちが訪れたのはこの庭園の西側に隣接している一大マーケット預園商場で、デパート、土産物店、
伝統料理のレストラン、映画館などがあり、浅草の伸見せのようで、大勢の人出で賑わっている。
日本のうなぎ(蒲焼)屋や回転すし屋が目に付くO筆者の時計のベルトがよれよれでちぎれそうな
ので、比較的大きな時計屋で時計ベルトを買う。定仙ま40元であったが、交渉して25元にしたO高
山本店で木の茶さじなど茶道具をいくつか買ったが、ここでは正札とおりで、交渉の余地はなかっ
た。後で私たちに戸沢先生が、 2,000元の青磁を700元にさせて買われたという話をされた折、聞い
ていた須永先生は値段があって値段がない、経済学が成立しない世界だとため息混じりに話された。
中国もまた途上国であるというのが私たちの共通の認識であったO
5時半に橡園を離れ、 15分ほどで私たちのYMCAホテル到着。何か懐かしい気がするが、そうし
た気持ちは筆者だけではないようである0　6時過ぎてもT君が現れない。汽車の切符の予約購入を
頼んでいたから、あの朗らかなKさんが泣き顔で、帰りは明ELの飛行機でもよいなどと言い出す。
6時40分頃やっとT君が現れ、早速Kさんを駅へ送ってゆく0　7時20分T君が戻り、同40分から夕食
にO食後例の如く衣類の洗濯をおこなうo明E=ま周荘の訪問。ロビーに6時50分集合O
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9月6日
4時に員が覚め、少しウトウトしていたら5時50分。起きるとすぐ予め用意しておいたマフィン
二つとビスケットを水で胃に流し込み、朝食代わりとする。出発は予定より少し送れて7時を少し
まわる。今日は北京に帰ったKさんに代わってT君がガイド役を務めてくれるo予定は昆山市の周
荘と蘇州市で、いずれも水の町である。
8時半すぎ周荘に到着する
が、入市科一人60元の徴収には
T君も驚いていたo　日本の水郷
柳川を思わせる風情で、石の家
屋の間を縦横に走る水路と土手
の柳、高い石橋をくぐり小舟を
操る船頭とその舟唄、釣り糸を
垂れる人、こうした環境で読書
し昼寝する、これが本当のリッ
チな生活ではないかと感慨を洩
らす戸沢先生。富安橋から小舟
に乗り込むが定員が8人のた
め、一人はみ出てしまったT君
は終点の周荘博物館に先に行って待つことになる。
周荘の歴史は900年、その記念塔が1986年創立されている。古い町並みの保存が強調されている
が、水路沿いの道に面した店屋は軒も屋根も改築されて新しく、古い建物は通りの内側にあるo土
産物屋のなかにはここで漁ったザリ蟹、田螺、蟹、聴、鰻、大きな貝などを売っている店、とりわ
け名物である豚の足の照り焼きを売る店は繁盛している。
11時周荘を発ち蘇州への道を指示すると、バスの運転手は蘇州行きは聞いていないと言って社長
と電話連絡をとり、 20分ほどしてバスはようやく動き出す。
蘇州への途中には工場が多く、 T君によれば日系企業は人件費の上昇と危険薬品や公害に対する
寂しい産業規制から工場を上海から昆山、蘇州などに移し始めている。彼の働く企業では日本人50
人を雇う費用で、中Bl人250人を雇えるので中国に企業進出しているが、蘇州にも工場を造ってお
り、ゆくゆくは拠点を上海から蘇州へ移すという。彼の企業では女子工員が多く、しかも残業が多
いために労基局から目をつけられ、中国人の賓任者がしばしば呼び出されているが、時には彼自身
も労基局へ呼び出されている。
1時半に昼食を終え、市内を見学しつつ拙政園を見学O　明の高官王献臣が失脚後、造営した庭園
で、名称の由来は播岳の「拙者之為政」 (愚か者が政治を行っている)によるo四大庭園のうち最
大のもので、園内は日本人をふくむ多数の観光客で賑わっていたO
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朝早い出発とそろそろ疲れがたまってきた頃で、帰りのパスではほほ全員が居眠りをしていたo
このバスを追い抜いて行く乗用車のなかにフォルクスワーゲン社のサンタナ(Santana)が目立つ
ので、 T君に聞くと中国との合弁で製造され、上海の自動車市場の半分を占めている人気車である
というo
ホテルに着いたのは6時半、帰路は2時間半かかったことになる。 7時半に夕食、 9時に待望の
ワイタン(外灘)、旧上海を観光するメイン・ルートに出かける。租界時代の中心地であり、帝国主
義時代の遺物である高層ビルがネオンを輝かせ、海には明かりで憧憶と輝く遊覧船が、対岸には巨
大なテレビ塔が青い光のなかに饗え、これらを見る人、人の群れ、まさに巨大な群集が披となって
寄せては返していたO　とりわけ、ネオンに輝く高層ピ71,の大小は、かつて中国への進出で覇を放っ
た帝国主義列強の資本と武力を、そして中国への関わりの深さを今なお想起させてくれるo
南京末路にならぷ店はまさに夜店の感覚で、上海デパートは夜の10時半まで営業し、入り口では
かつてEl本の「文化生活」の器具として喧伝されたミキサー、ジューサーや電気湯沸し器が宣伝さ
れ実演されていた。マクドナルドはほぼ100メートル間隔で店があり、ここで須永先生を皮切りに
食べたソフトクリームは大変美味しかった。吉野家が開店したのはここ1週間ばかりのことで、い
ち早く見つけた須永先生が観察に出かけ、 「今いち」であるとの緒論を出されたo T君は「中B]人に
浸透するまで時間がかかるだろう」、加藤君は夜食に買って帰るo
南京東路は西から東-歩くのが本来の歩き方であるが、私たちは逆方向で歩いてしまったo街並
みが終わったところで少し戻り、帰りのタクシーをさがしたが見つからず、さがしつつ歩いている
うちにホテルに着いてしまった。結局、戸沢先生を私たちと同じように歩かせてしまい、ずいぶん
足の痛みを感じられたのではないかと思うと、大変申し訳なく思ったo
9月7日
6時に起きてお茶を沸かし、昨夜買ったマドレーヌとロールカステラ、ヨーグルトを食べ、朝食
とするo　プレーンヨーグルトと記されているが、甘い味付けがなされていて美味しくないo東京に
電話すると台風が台湾海峡から中国大陸へ向かっているというO気象情報を見ようとテレビをつけ
たら、どらえもんの番組をやっていた。
第1回共産党大会(正式名は中国共産党第一次全国代表大会)が開催された建物を見学する。見
学の手続きに意外に時間がかかった。展示物と説明はアヘン戦争以来、中国人民の反帝・反封建の
抵抗運動を粘り強く指導し、これに勝利して「民主革命」を達成したのは共産党のみであるという
主張である。面白いのは、この建物の周辺は上海資本主義の象徴とも言うべきジャズバンドのライ
ブが行われる会場やスターバックスのコーヒー店などの「美食広場」となっており、若い男女の溜
まり場に囲まれていることであるo
ここから骨董市場を通り、上海万商花鳥魚虫交易市場へ行く。途上国の経済はまずもってバーザ
ール、生きた市場を見ることによってそのかなりが分かるというのが筆者の立場であるし、戸沢先
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生も須永先生もこの点に関して
は概ね同意見であろうと思う。
とりわけこの市場の面白さは筆
舌に尽くしがたい。まず、うる
さい野鵡の鳴き声で迎えられ、
鳥、猫、犬の喧騒、金魚、芋虫
ほか。とりわけ嬢蜂の売り場は
すごい。闘蜂は中国人のもっと
も好むギャンブルであるから、
故い嬢蝉を手に入れようとする
者たちの臆蝉を見つめる真剣な
眼差しと売り手と交わす緊張し
た会話は、まさに一見に値する
ものであるO　もの凄い緊張の空
気から逃れるように外に出る
と、市場内で商売をする権利を
もっていないもぐりの商人たち
が市場の門の外側に座って細々
と蛭蝉を売っているO彼らが市
場で商売する権利をもっている
「特権商人」に挑戦する日は来
るのであろうかo
近くに上海城の遺構の一部が
みられるとのことで、 T君に案
内される。 T君が以前にここへ
蛭蝉の闘いは、磨蜂の捕獲、売買Lq駆け引き、闘臆としての訓練など人間相
互の闘いでもある。瀬川千秋丁闘蛭　中国のコオE]ギ文化』参臥
来た時には遺構はもっと前の通り
にまで出っ張っていたが、それを壊して道路にしてしまったと口惜しいそうに語っていた。現在残
っているのはずいぶん手を加えられたものらしく、戸沢先生は濠がここにあったはずであると不満
顔であった。車を優先するために遺跡を壊すのでは、海のシルクロードなどと言って民家を強制的
に立ち退かせ、あるいは破壊することなど出来ないはずで、いわんやオリンピックの開催などは問
題外であろうo
昼食を一緒にするた捌こ待ち合わせ場所を浄園商場の回転すしの店の前にした。店のなかでは中
Bl人の少年が、重箱のご飯、皿の焼き魚、味噌汁を前にして、どう食べてよいのか迷っている姿が
微笑ましかった。食堂街はひどく混んでいて全員入れず、歩いて中心街からかなり離れた食堂を見
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つけて入る。焼きそばを注文し
たら油そばのようで、しかも味
の素で味付けを強めていて美味
しくないので、食べ残した者も
おり食がすすまなかった。
昼食は1時半に終わり、外に
出ると少し雨が降っていた。孫
文の改暦へタクシーで出かけた
が、運転手は遠回りして私たち
から高いタクシー代をとったO
孫文の蔵書は2階の書庫のみな
らず、ほかに五千冊が倉庫のな
かにあるというO蔵書日録があ
り、時間があれば見たいところである。ここから5分ほどのところに宋慶齢の故居があるo　ここで
も入るのに靴にビニールの袋をかぶせられ、清潔を心がけていた。ここに展示されている二人の交
わした結婚誓約書(日本語で3通)を読むと、親子ほども年齢の差がある孫文と宋慶齢の結婚には
それなりの覚悟が必要であり、それを裏打ちする当時としては破格の内容であったことが分かるo
ここからタクシーで華亭路にある服装市場に行く　300-500軒が店を並べ、偽ブランド物が売ら
れているo客は女性が圧倒的に多いO准水路を歩いていると偶然日本のパンを作って売っている日
本人のパン屋さんを見つける。商店主はMさんで、会社を退職後もう大分まえからここで商売して
いるというO店には懐かしいメロンパン、クリームパン、カレーパンなどを売っており、筆者は明
日の朝食用にこれらを買う。
中国の地下鉄に乗って見るが、 E本のと変わりはないO陳西南路箱という駅で降りると、地下街
に季風本圃という大きな本屋があったO前にも記したように、本屋は本を求める前にお茶を飲み本
を読む所であり、陳列されている本を利用しても利用しなくても先生は学生に授業をし、先輩は後
輩に勉強を教える机が用意されている。本屋はまんが喫茶店ならぬ読書喫茶店であり、良いシステ
ムだと思うが、お茶をこぼして本を汚した場合は弁償する代わりにその本を購入するのであろうか、
それともそ知らぬ顔で逃げてしまうのであろうか。万引きは起きないのであろうかO　日本で中国人
の犯罪がかなり多いのを知っているだけに、その辺はどうなっているのか知りたいところである。
地下鉄は一駅だが2元、ホテルには6時に戻り、 7時に集まって夕食。テレビをつけたら温州は
台風で、一足先に上海に来ていて良かった。明日の上海は天気予掛こよれば雨と風らしい。 8時半
食事が終わる。風呂に入り、荷物の詰め替えを行い、南京末路に出かけたT君の帰りを待つo彼に
は通信費としてわずかであるがお礼をし、持参した書籍2冊を渡す。就寝は12時半。
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9月8日
今日は日本へ帰る日、少し興奮していたのだろうか、クーラーをつけていないのに肌寒く、 5時
に目が覚めて起きてしまう。昨日買ったカレーパン、メロンパン、クリームパンを朝食代わりとし、
ペットボトルのウ-ロン茶を沸かして飲む。パンはいずれもグンニヤリしていて不味い。買ったら
その場で食べるか、そのElのうちに食べるべきであろう。 T君がやってきて別れを惜しむ。これか
ら会社へ出勤で、心なしか寂しそうであった。筆者も同様である。
搭乗した飛行機の座席にはかけ直されたカバーがかけられ、タバコ皿がついているから、かなり
古い飛行機であるO定刻より20分遅れて12時10分離陸するO眠っている問にもう日本の上空で、午
後4時(中国では3時)無事成田に着陸した。
おわりに-中国の旅から考える1
2週間にわたる中国南部の旅は終わった。中国は大きく、中国南部といってもその南部のごく一
部の地域を訪ねたにすぎない。中B]全体からすればそのごくごく一部で、上海でさえその歴史を足
と目で歩き見るには最低2週間を必要とするのではあるまいか。とはいえ私たちは、旅行代理店と
の間に予定外のハプニングがあり、また多少きついスケジュールではあったが、亀甲墓、城壁、矢
防ぎ門、さらにはうだつなどを通じて東アジアがひとつの文化圏として形成されている問題を確認
することができたことは上述した通りである。
華僑・華人、なかでもその中核を形成する客家の出身地を訪ね、その土地と生活を見、彼らのエ
ートスがどのようにして培われるかをある程度知ることができた。今回の旅は城と城壁に関しては
十分に見たとまでは言えないが、日本と中国のうだつと亭、日本と中国の事とインドのチャットリ
ーは、さまざまな観点から比較することが重要である。
ところで、中Blの旅はまた中国の現実が直面している課題を私たちに教えてくれるものであり、
またそれを真撃に受け止め、その解決に互いに協力し努力することが友好関係を増進するものであ
る。徐先生の何気なく洩らした、しかし考えればあたりまえの言葉、つまり明朝(国家、官)から
見れば琉球は多数ある朝貢国のひとつにすぎないが、福州(地方、民)から見れば兄弟であり、貿
易の上でも大切なお客であるという発言は、 Blと地方(地域)、官と民という立場の違いに日を向
け、視座の転換を迫るものとして受け止めることになった。
「海のシルクロード」遺跡複活のために、不法・違法建築の民家の強制立ち退きや破壊を強権的
手法で行うことには、不法・違法建築が社会的間意であるが故にも、違和感を覚えざるを得なかっ
た。中国の本屋が「読書喫茶店」という度量の広さを示すものであるとすれば、なおさら「官の論
理」でなく「民の事情」が考慮されるべきであろう。
すでに接線と書いてきた中国観光事情は、旅行代理店の観織・給与と人間の問題だけでなく、ホ
テルはサーヴィス事業としての経営…設備と従業員の心構え、トイレなどの公衆施設の整備、道路
事情の改善と環境保全など広範な問題を抱えていることが分かるo Lかも、都市と農村の極端な格
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差は土樽を訪ねた時に実感させられたが、こうした地方あるいは農村の貧しさの解消も、無いもの
ねだりをするようであるが、当局のやみくもな「開発」でなく、また強権的手法でもない方策と手
段とによって組織的総合的に解決されるべきであろうo
最後に、今回の中国調査旅行の立案から企画、実施と現地の旅行代理店との交渉を行い、現地に
ガイドとして、またアドバイザーとして随行し、私たちのために貴重な時間とお金を費やし、私た
ちの健康の維持その他に細かな配慮をしていただいた本学卒業生のT君とKさんに再度お礼を申し
上げたいoまた、この旅に参加し、若い力で私たちを何かと支えてくれたB & Bの会メンバーの学
生諸君に感謝するとともに、先生、 OB/OG、学生の結びつきこそ、まさにAlma Mater (母校)の
あるべき姿ではあるまいか。また、外国人観光客として、意図せざる非礼や無礼を犯していたかも
しれない私たちを暖かく迎え入れてくれた中国の現地の人びとにもお礼を申し上げたい。
(注)
(1)辛島昇「十三世紀末における南インドと中国の閥の交流-泉州タミル語刻文と元史馬八児伝をめぐっ
て-J r穫博士頃寿記念東洋史論叢j、汲古書院、昭和63年。
(2)増測龍夫r歴史家の同時代史的考察についてj岩波書店、 1983年、 104- 5ページ。
